
事業種類 事業名

必要性 重要性 効率性 緊急性 計画熟度 総合評価

現地

調査

1 諏訪市

大熊

おおぐま

谷止工2個(老朽対策)

床固工3個

護岸工250m　他

196,000 35,000 H32 A A A Ａ Ａ Ａ

過去に土石流が発生した箇所であ

り、放置した場合下流保全対象に流

下する恐れがあるため、対策工事を

行う必要がある。

流域内には不安定土が存在し、今後の降

雨等により土砂流出の恐れがあるため、重

要性が高く、緊急性も認められる。

×××× ○○○○ ○○○○

奥地保安林

保全緊急対

策

2 長野市

奥裾花

おくすそばな

山腹工0.17ha

 落石予防工1,700㎡

 森林整備6.27ha

80,000 30,000 H31 C B A B A B

計画地下方には観光のため一般車

両が通行する林道があるため、早急

に落石対策を行う必要性がある。

山腹上部には風化した岩盤や浮き石が多

く存在し、今後の降雨等により崩落の恐れ

があるため、重要性が認められる。

×××× ○○○○ ○○○○

水源の里保

全緊急対策

2箇所 276,000 65,000

＊県単独事業の場合は申請の欄を削除して使用する。
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